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は
じ
め
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
五
億
八
〇
九
二
万
人
（W

orld Bank 2009

）

の
人
口
を
有
し
、
経
済
発
展
は
近
年
急
激
に
進
み
、
日
本
と
の
貿
易

（
輸
出+

輸
入
）
は
約
一
四
兆
八
千
億
円
（
外
務
省 

二
〇
一
〇
）
と

対
世
界
貿
易
額
の
一
四
％
を
占
め
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て

い
る
。
同
じ
東
ア
ジ
ア
の
地
域
に
位
置
す
る
日
本
は
人
的
や
経
済
的

な
交
流
の
み
な
ら
ず
、
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
船
舶
・
航
空
機
、

鉄
道
な
ど
交
通
網
の
基
盤
整
備
）
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
発
展
す
る

大
都
市
環
境
問
題
（
都
市
交
通
、
騒
音
、
水
道
、
廃
棄
物
処
理
な

ど
）、
さ
ら
に
広
く
東
ア
ジ
ア
地
域
の
地
域
環
境
問
題
に
対
し
て
国

境
を
超
え
た
協
力
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

都
市
に
お
け
る
環
境
問
題
よ
り
も
、
広
い
領
域
の
地
域
環
境
問
題

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の
気
候
、
生
活
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
気
候
と
い
っ
て
も
ひ
と
ま
と
め
に
理
解
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
海
岸
沿
岸
部
か
ら
山
岳
地
帯
、
二
〇
一
一
年

に
発
生
し
た
メ
コ
ン
川
流
域
の
大
洪
水
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
国
際

河
川
の
地
域
な
ど
、
地
域
ご
と
に
特
徴
が
あ
る
。
簡
単
に
ま
と
め
る

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
南
部
は
熱
帯
雨
林
気
候
で
あ
り
年
間
を
通
じ
て

降
水
量
が
多
く
、
気
温
が
高
い
特
徴
が
あ
る
。
中
部
か
ら
北
部
は
モ

ン
ス
ー
ン
気
候
、
サ
バ
ナ
気
候
に
属
し
、
雨
季
と
乾
季
に
分
か
れ
、

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
い
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
気
候
は
日
本

や
中
国
と
大
き
く
異
な
り
、
気
候
条
件
に
反
映
し
て
都
市
や
生
活
習

慣
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
か
ら
み
た
健
康
と
環
境

統
計
資
料
か
ら
み
た
環
境
問
題
の
現
状

坂
口　

淳
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こ
の
よ
う
な
気
候
条
件
の
な
か
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
位
置
し
て

い
る
が
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
環
境
問
題
の
議
論
は
、従
来
、年
間
を

通
じ
て
比
較
的
気
温
が
高
い
こ
と
と
広
大
な
森
林
地
帯
の
生
物
多
様

性
に
着
目
さ
れ
、森
林
開
発
、資
源
開
発
や
都
市
開
発
に
伴
う
生
態
系

影
響
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、さ
ら
に
焼
畑
農
業
お
よ
び
山
林
火

事
に
よ
る
大
気
汚
染
、工
場
排
水
に
よ
る
重
金
属
汚
染
、廃
棄
物
問
題

等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。都
市
・
建
築
分
野
で
は
、上
下
水
道
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
最
大
の
都
市
で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

交
通
渋
滞
問
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。最
近
で
は
二
〇
〇
二
年

に
流
行
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ（Severe A

cute Respiratory Syndrom
e

）

を
発
端
と
し
た
大
都
市
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
の
研
究
や
生
活
水

準
の
向
上
や
業
務
用
ビ
ル
お
よ
び
家
庭
用
冷
房
設
備
の
普
及
に
伴
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
大
問
題
等
、都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
新

た
な
課
題
が
発
生
し
、課
題
解
決
の
た
め
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
報
で
は
各
種
の
公
的
な
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
統
計
資
料

を
使
用
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
保
健
医
療
の
取
り
組
み
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
最
後
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
環
境
に
関
す
る
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
述
べ
る
。

Ⅰ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
環
境
問
題
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
現
状

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
環
境
問
題
の
現
状
認
識
と
し
て
、
国
連
開
発

計
画
の
“Hum

an D
evelopm

ent Report 2007/2008

”、
日
本
エ

ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
編
集
の
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
統
計
要
覧
』、

日
本
国
立
天
文
台
編
集
の
『
環
境
年
表
』
を
用
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
環
境
問
題
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
と

健
康
医
療
・
保
健
衛
生
の
状
況

国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）“Hum

an D
evelopm

ent Report 
2007/2008

”に
示
さ
れ
て
い
る
資
料
に
基
づ
き
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

都
市
イ
ン
フ
ラ
お
よ
び
環
境
問
題
と
、医
療
・
衛
生
に
関
す
る
現
状
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

人
口
の
傾
向

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
二
〇
〇
五
年
の
総
人
口
を
み
る
と
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
人
口
は
日
本
の
約
一
・
八
倍
の
二
億
二
千
六
百
万
人
で
あ

り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
口
は
日
本
の
四
・
四
倍
ほ
ど
あ
る
状
況
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で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
口
の
四
〇
・

六
％
を
占
め
、
ベ
ト
ナ
ム
が
一
五
・
三
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
五
・

二
％
、
タ
イ
が
一
一
・
三
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
五
年

か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
三
〇
年
の
年
間
人
口
増
加
率
（
図
１
）
を

み
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
年
間
人
口
増
加
率
は
一
・
三
〜
二
・

八
％
と
極
め
て
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二

〇
〇
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率＊

1
（
図
２
）
を
み
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
三
・
五
〜
三
・
六
％
と
高
い
出
生
率

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
の
出
生
時
の
平
均
寿
命
（
図

３
）
を
み
る
と
、
平
均
寿
命
の
世
界
平
均
は
六
八
・
一
歳
で
あ
る

が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
単
純
平
均
で
六
九
・
六
歳
と
現
時
点
で
は

ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
人
口
増
加
の
面
で
み
る

と
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
口
増
加
は
顕
著
で
あ

り
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
と
注
意
を
向
け
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る
必
要
が
あ
る
。
人
口
増
加
途
上
の
大
都
市
は
、
道
路
、
鉄
道
、
上

下
水
道
な
ど
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
な

ど
課
題
が
現
れ
る
段
階
で
あ
り
、
都
市
全
体
の
総
合
的
整
備
計
画
、

衛
星
都
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
土
地
利
用
の
用
途
制
限
な

ど
の
必
要
性
が
高
ま
る
段
階
と
い
え
る
。

都
市
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

人
口
増
加
の
初
期
段
階
で
将
来
を
見
据
え
た
都
市
イ
ン
フ
ラ
（
交

通
網
、
住
宅
、
上
下
水
道
、
公
共
施
設
、
廃
棄
物
処
理
施
設
）
の
整

備
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
都
市
人
口
の
急
激
増
加
は
都

市
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
困
難
に
し
、
都
市
環
境
問
題＊

2

を
発
生
さ
せ

る
原
因
に
な
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
一
九
七
五
年
と
二
〇
〇
五
年

の
都
市
人
口
の
割
合＊

3
（
図
４
）
を
み
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
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レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
一
九
七
五
年
と
二
〇
〇
五
年
の
都
市

人
口
を
比
べ
て
み
る
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）、
マ
レ
ー
シ
ア
（
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル＊

4
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
マ
ニ
ラ
）
は
近
年
急
激
に
郊
外

か
ら
首
都
圏
に
人
口
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

国
全
体
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
は
、
整
備
改
善
さ
れ
た

水
源＊

5

を
利
用
で
き
な
い
人
口
、
す
な
わ
ち
、
飲
料
水
を
普
通
に
利
用

で
き
な
い
人
口
（
図
５
）
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
順
に
利
用
で

き
な
い
人
口
の
割
合
（
総
人
口
と
の
比
率
）
が
多
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
改
善
さ
れ
た
衛
生
設
備
を
利
用
で
き
な
い
人
口
、
す
な
わ

ち
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ
、
下
水
や
浄
化
槽
等
の
設
備
が
整
っ
て
い
な

い
地
域
の
人
口
（
図
６
）
は
、
改
善
さ
れ
た
水
源
の
傾
向
と
同
様
の

傾
向
が
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
の
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平
均
値
四
一
・
〇
％
よ
り
も
利
用
で
き
な
い
人
口
の
割
合
が
多
い
状

況
に
あ
る
。
さ
ら
に
電
気
普
及
率
（
図
７
）
を
み
る
と
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
平
均
の
七
六
％
よ
り

も
低
い
普
及
率
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
国
家
間
の
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
も
大
き
く
異
な
り
、
さ
ら
に
大
都
市
化
の

問
題
と
と
も
に
国
家
全
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
に
く
く
、
働
く
場
所
が
少
な
い
郊
外
都

市
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
流
入
が
課
題
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
大
都
市

へ
の
人
口
を
防
ぐ
た
め
に
国
全
体
の
総
合
的
な
開
発
計
画
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
全
体
の
移
住
に
配
慮
し
た
ア
ジ
ア
総
合
開
発
計
画＊

6

を
定
め

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

健
康
医
療
・
保
健
衛
生

環
境
問
題
に
関
連
し
、
健
康
医
療
・
保
健
衛
生
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
調
査
さ
れ
た

人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
医
師
数
（
図
８
）
を
み
る
と
、
高
齢
社
会

に
突
入
し
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
日
本
で
は
一
〇
万
人
あ
た
り

一
九
八
人
の
医
師
が
働
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
で
は
一
〇
万
人
あ
た
り
一
三
か
ら
一
四
〇
人
の
医
師
数
と
い
う
状

況
に
あ
り
極
め
て
不
足
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に

お
け
る
保
健
医
療
へ
の
公
的
支
出
の
割
合
（
図
９
）
を
み
る
と
、
日

本
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
し
て
六
・
三
％
の
保
健
医
療
費
を
支
出
し
て
い
る

が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
〇
・
三
か
ら
二
・
六
％
の
公
的
支
出
に

留
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
職
場
に
お

け
る
定
期
健
康
診
断
が
普
及
し
、
病
気
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
治
療
す

る
の
で
は
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
考
え
が
定
着

し
て
き
て
い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々
は
病
気
が
か
な
り
悪

く
な
っ
て
か
ら
で
な
い
と
病
院
へ
受
診
し
な
い
た
め
、
日
本
人
の
医

療
に
関
す
る
意
識
と
異
な
っ
て
い
る
。

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

中
国

日
本

韓
国

ブ
ル
ネ
イ

カ
ン
ボ
ジ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ラ
オ
ス

マ
レ
ー
シ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

タ
イ

ベ
ト
ナ
ム

イ
ン
ド

世
界
平
均

（2000-2005）99 100 99100 98 100 99

81

20

54

11

84

56

76

図７　ASEAN諸国の電気普及率



072

２
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
が
毎
年
出
版
し
て
い
る
『
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
経
済
統
計
要
覧
』
を
用
い
て
、
環
境
問
題
に
直
結
す
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
こ
こ

で
は
最
初
に
世
界
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
世
界
各
地
域
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
図
10
）
を
み

る
と
、
一
九
七
一
年
は
二
〇
五
Ｅ
Ｊ
（
Ｅエ

ク
サは

、
一
〇
の
一
八
乗
を
示

す
接
頭
辞
）
で
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
二
〇
〇
六
年
ま
で
に

四
四
三
Ｅ
Ｊ
と
約
二
・
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
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二
〇
〇
六
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
量
を
み
る
と
、
北
米
お

よ
び
欧
州
が
約
一
・
五
倍
の
増
加
で
あ
る
が
、
中
東
で
は
九
・
九

倍
、
ア
ジ
ア
で
は
五
・
一
倍
、
ア
フ
リ
カ
で
は
四
・
三
倍
、
中
南
米

で
は
三
・
三
倍
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
の
世
界
全
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
地
域
構
成
を
み
る
と
、
ア
ジ
ア
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
は
一
九
七
五
年
で
は
世
界
全
体
の
一
五
％
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
〇
五
年
で
は
三
一
・
一
％
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
増
や

し
て
い
る
。
ま
た
、
一
人
あ
た
り
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
変

化
（
図
11
）
を
み
る
と
、
北
米
地
域
の
消
費
量
が
最
も
高
く
、
約
三

一
〇
か
ら
三
四
〇
Ｇ
Ｊ
（
Ｇギ

ガ

は
、
一
〇
の
九
乗
を
示
す
接
頭
語
）
／

人
で
推
移
し
て
い
る
。
次
に
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
が
多
く
二
〇
〇
六
年

で
は
二
三
五
Ｇ
Ｊ
／
人
と
増
加
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
は
世
界
全

体
の
一
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
よ
り
も
少
な
く
、
二
〇
〇

六
年
で
は
四
〇
Ｇ
Ｊ
／
人
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
一
九
七
三
年
か
ら

二
〇
〇
五
年
の
世
界
全
体
の
人
口
に
占
め
る
各
地
域
の
人
口
の
割
合

を
み
る
と
、
世
界
の
人
口
は
一
九
七
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
約
三

〇
年
間
で
は
地
域
の
構
成
の
変
化
は
少
な
く
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口

は
世
界
人
口
の
約
五
五
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
ア

ジ
ア
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
は
、
人
口
増
加
の
影
響
は

少
な
く
、
生
活
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
世
界
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量＊

7

（
図
12
）
と
一
九
七
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
類
別
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図10　世界各地域の1次エネルギー消費量
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の
構
成
割
合
（
図
13
）
を
み
る
と
、
世
界
全
体
の
石
油
由
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
は
一
九
七
三
年
で
は
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
四
五
・

一
％
を
占
め
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
で
は
三
四
・
二
％
に
構
成
割

合
が
減
少
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
天
然
ガ
ス
と
原
子
力
の
割
合
が
増
加

す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も

増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
比
較
的
横
ば
い
で
あ
る
石
油
・
石
炭
か

ら
天
然
ガ
ス
・
原
子
力
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け
て
、
原
子
力
発
電

所
計
画
が
全
世
界
的
に
見
直
し
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
世
界
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
に
対
応
し
て
省
資
源
で
低
負
荷
な
発

電
施
設
の
建
設
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
側
で
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
代
表
的
な
ア
ジ
ア
各
国
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
図
14
）
を
み
る
と
、
一
九
七
一
年
に
お

け
る
ア
ジ
ア
の
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
二
八
Ｅ
Ｊ
で
あ
っ
た
が

二
〇
〇
六
年
は
一
四
三
Ｅ
Ｊ
と
五
・
一
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ア
ジ

ア
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
中
国
が
最
も
多
く
、
二
〇
〇

六
年
で
は
六
九
Ｅ
Ｊ
で
あ
る
。
次
に
日
本
が
二
二
Ｅ
Ｊ
、
イ
ン
ド
が

一
七
Ｅ
Ｊ
、
韓
国
が
九
・
一
Ｅ
Ｊ
と
い
う
順
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
内
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
割
合
は
比
較
的
少
な

い
。
二
〇
〇
三
年
以
降
の
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
は
顕

著
で
あ
る
。
一
人
あ
た
り
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
変
化
（
図

15
―
１
・
２
）
を
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
全
体
の

一
人
あ
た
り
の
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
四
〇
Ｇ
Ｊ
／
人
で
あ
る

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
は
ア
ジ

ア
全
域
よ
り
も
一
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
多
い
傾
向
が

あ
り
、
全
般
的
に
増
加
の
傾
向
が
あ
る
。

一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
除
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
九
ヶ
国
の
年
間
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
（
図
16
）
を
み
る
と
、
一
九
七
一
年
で
は
年
間
四
Ｅ
Ｊ
の
エ
ネ
ル
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ギ
ー
消
費
で
あ
り
、
石
油
を
起
源
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
一
・

四
Ｅ
Ｊ
、
可
燃
再
生
・
廃
棄
物
が
二
・
六
Ｅ
Ｊ
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
〇
八
年
で
は
年
間
二
一
Ｅ
Ｊ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
い

う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
は
稼
働
中
の
原
子
力

発
電
所
は
な
い
た
め
、
原
子
力
を
起
源
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

な
い
。
一
九
七
一
年
と
二
〇
〇
八
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
年
間
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
比
較
す
る
と
一
九
七
一
年
を
ベ
ー
ス
に
石

炭
が
四
三
・
四
倍
、
石
油
が
五
倍
、
天
然
ガ
ス
が
二
五
三
倍
、
水
力

が
八
・
八
倍
、
可
燃
再
生
・
廃
棄
物
が
二
倍
と
こ
れ
ら
を
由
来
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

除
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
九
ヶ
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
類
別
構
成
割
合
を
み
る

と
、
一
九
七
一
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
は
可
燃
再
生
・
廃
棄
物＊

8

が
六
二
・
四
％
を
占
め
、
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
が
、
近
年
は
石
炭
が
一
六
・
二
％
、
天
然
ガ
ス
が
二
三
・
七
％

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
加
し
、
世
界
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
構

成
割
合
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
年
間
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
図
17
）
を
み
る
と
、
利
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
は
国
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
は
比
較
的
可
燃
再
生
・
廃
棄
物

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
多
い
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今

後
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
自
国
で
確
保
で
き
る
資
源
（
石
炭
お
よ
び

天
然
ガ
ス
）
を
利
用
す
る
か
、
原
子
力
発
電
所
の
開
発
な
ど
へ
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
転
換
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

国
民
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
“Hum

an D
evelopm

ent Report 
2007/2008

”に
示
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
四
年
の
国
民
一
人
あ
た
り
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
（
図
18
）
を
み
る
と
、
日
本
は
年
間
九
・
九

石炭 石油 天然ガス
原子力 水力 可燃再生・廃棄物

ベトナム

タイ

フィリピン

マレーシア

インドネシア

ブルネイ

シンガポール

インド

韓国

中国

日本

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

19.9 23.8 10.5 41.9

14.4 38.4 27.9 18.7

21.2 42.1 10.0 24.0

13.1 35.2 46.8

18.8 33.8 17.6 29.2

21.8 78.2

62.2 37.8

42.1 23.4
5.7

26.5

27.7 39.5 14.0

66.6 17.3 9.6

23.1 43.4 17.0 13.7

17.3

3.8 0.6

2.7

0.9 4.1

0.5

0.6 1.6

0.1 1.3

3.2 0.8

2.4 1.3 1.4

図17　2008年のエネルギー種別構成割合
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CO
2 -ton

／
人
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
。
日
本
と
比
較
し
て

ブ
ル
ネ
イ
で
は
二
四CO

2-ton

／
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
二
・
三

CO
2-ton

／
人
と
排
出
量
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
二CO

2-ton

／
人
以
下
と
極
め
て
少
な
い
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
年

間
変
化
を
み
る
と
、
日
本
は
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
に
か
け
て

年
一
・
二
％
の
割
合
で
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
増
加
し
て
い
る
状
態

に
あ
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
ラ
オ
ス
は
三
二
・
四
％
、
マ
レ
ー

シ
ア
は
一
五
・
八
％
、
タ
イ
は
一
二
・
八
％
と
年
間
二
酸
化
炭
素
排

出
量
が
増
加
し
て
い
る
。
増
加
率
の
高
い
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
く
、
近
年
の
政
情
の
安
定
化
、
経

済
成
長
に
伴
い
、
化
石
燃
料
の
消
費
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

３
東
ア
ジ
ア
地
域
の
環
境
問
題

森
林
開
発
の
状
況

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
“Hum

an D
evelopm

ent Report 
2007/2008

”の
資
料
を
用
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
環
境
問
題
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
森
林
地
帯＊

9

の
占

め
る
面
積
割
合
（
図
19
）
を
み
る
と
、
熱
帯
雨
林
気
候
で
あ
る
ブ
ル

ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
約
四
九
か
ら
六
四
％
、
モ

ン
ス
ー
ン
気
候
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
五

〇
か
ら
七
〇
％
で
あ
る
。
日
本
の
森
林
面
積
の
割
合
六
八
・
二
％
と

同
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
バ
ナ
気
候
の
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
約
二

八
か
ら
四
〇
％
で
あ
り
、
小
さ
な
島
で
構
成
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
二
四
％
の
森
林
面
積
の
割
合
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
特
に

森
林
面
積
の
割
合
が
少
な
く
〇
・
四
％
に
な
っ
て
い
る＊

9

。
一
九
九
〇

年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
変
化
し
た
森
林
地
帯
面
積
の
年
平
均

（
図
20
）
を
み
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
は
二
・
五
％
と
森
林
面
積
が
増
加

中
国

日
本

韓
国

ブ
ル
ネ
イ

カ
ン
ボ
ジ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ラ
オ
ス

マ
レ
ー
シ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

タ
イ

ベ
ト
ナ
ム

イ
ン
ド

30

25

20

15

10

5

0

（CO2-ton ／人） （2004）

3.8

9.9 9.7

24.0

0.0
1.7

0.2

7.5

0.2 1.0

12.3

4.2

1.2 1.2

図18　国民1人あたりのCO2排出量
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し
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
二
・
二
％
減
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
一
・
六
％
減
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
一
・
三
％
減
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
一
・
二
％
減
）
は
森
林
面
積
が
減
少
し
て
い
る
。

大
気
汚
染
の
状
況

大
気
汚
染
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
系
統

的
に
ま
と
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
。
平
成
二
一
年
よ
り

日
本
国
立
天
文
台
は
従
来
か
ら
刊
行
し
て
い
た
『
理
科
年
表
』
の
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
『
環
境
年
表
』
を
刊
行
し
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て
若

干
の
デ
ー
タ
を
載
せ
て
い
る
。
本
報
で
は
『
環
境
年
表
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
大
気
汚
染
物
質
濃
度＊

10

に
つ
い
て
報
告
す
る
。
大
気
汚
染
物

質
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
の
粒
子
状
物
質
（PM

10

）、
一
九
九
五
年

か
ら
二
〇
〇
一
年
に
測
定
さ
れ
た
二
酸
化
硫
黄
濃
度
、
二
酸
化
窒
素

濃
度
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
環
境
年
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
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ピ
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イ
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世
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図19　ASEAN諸国の森林面積の割合
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図20　ASEAN諸国の森林面積の年平均変化
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（
図
21
）
を
み
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
大
都
市
（
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
大
気
は
概
ね
日

本
の
環
境
基
準
以
下＊

10

で
あ
り
、
都
市
の
代
表
地
点
で
の
大
気
は
良
好

な
状
態
を
保
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
大
気
汚
染

は
、
乾
季
の
焼
畑
や
山
林
火
災
等
の
煙
（H

aze

）
が
問
題
に
な
る
こ

と
が
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、
タ
イ
で

は
日
本
の
花
粉
予
報
と
同
じ
よ
う
に
天
気
予
報
の
中
でH

aze

予
報

を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
現
在
の
大
気
汚
染

の
観
測
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
こ
のH
aze

は
煙
に
含
ま
れ
る
微
粒
子
状
の
化
学
物
質
に
よ
り
健
康
障
害
を
引
き

起
こ
し
、
目
、
鼻
、
の
ど
な
ど
の
粘
膜
を
刺
激
し
、
心
臓
病
や
呼
吸

器
系
疾
患
の
危
険
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

大
気
観
測
の
情
報
は
、例
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
に
よ

るH
azy Conditions U

pdate

（http://app2.nea.gov.sg/psi.aspx
）、 

タ
イ
政
府（
Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｅ
）のRegional A
ir Q

uality

の
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.pcd.go.th/info_serv/en_air.htm

l

）
な
ど
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
状
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
タ
イ
政
府
で
使
わ
れ
て
い

る
大
気
評
価
法
は
、
日
本
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
指
標
で
あ
り
、U

. 
S. Environm

ental Protection A
gency

で
開
発
さ
れ
た
、
Ｐ
Ｓ

Ｉ
お
よ
び
Ａ
Ｑ
Ｉ
（A

ir Q
uality Index

）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
ウ
ェ
ブ
上
で
現
在
の
バ
ン
コ
ク
市
内
の
大
気
汚
染

の
状
況
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
色
別
で
大
気
汚
染
の
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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マ
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ー
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デ
リ
ー

＊ ＊

＊

＊

＊印：日本の環境基準を超えた物質
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  粒子状物質：100μg／m3

  二酸化硫黄：107μg／m3

  二酸化窒素：77μg／m3

図21　アジアの都市の大気汚染物質濃度
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な
お
、
近
年
イ
エ
ー
ル
大
学
環
境
法
政
策
セ
ン
タ
ー
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
国
際
地
球
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（http://epi.yale.edu/

）

に
よ
っ
てEnvironm

ental Perform
ance Index

（
Ｅ
Ｐ
Ｉ
）
と

い
う
調
査
が
毎
年
行
わ
れ
、
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
国
別

の
評
価
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｐ
Ｉ
で
は
特
に
水
と
大
気
の
汚
染

と
健
康
影
響
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最
新
の
二
〇
一
二
年
の
結

果
で
は
特
に
ベ
ト
ナ
ム
の
大
気
と
健
康
の
評
価
が
全
一
三
二
ヶ
国
中

一
二
三
番
目
と
な
っ
て
お
り
、
大
気
汚
染
の
深
刻
さ
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
別
調
査
で
は
国
家
間
の
環
境
政
策
の
違
い
を

評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
な
ど
の

都
市
内
部
の
汚
染
濃
度
分
布
を
含
め
た
評
価
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

一
般
に
、
汚
染
物
質
の
濃
度
は
汚
染
物
質
発
生
源
近
傍
は
高
く
、
発

生
源
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
て
濃
度
が
減
衰
す
る
傾
向
に
あ
る
。
都
市

を
代
表
と
す
る
大
気
・
水
質
測
定
点
の
位
置
に
つ
い
て
の
国
際
基
準

は
な
い
た
め
、
都
市
の
特
徴
、
比
較
を
行
う
た
め
に
測
定
点
の
評
価

は
今
後
の
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
の
平
均
的
な
大

気
汚
染
・
水
質
汚
染
の
特
徴
は
、
最
終
的
に
は
発
生
源
の
数
（
自
動

車
の
台
数
や
工
場
の
数
）
に
関
係
し＊

11

、
発
生
源
の
数
は
人
口
の
影
響

が
強
く
反
映
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
人
口
の

多
い
国
の
問
題
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

よ
う
な
国
全
体
の
人
口
密
度
が
低
く
、
大
都
市
に
偏
っ
て
集
住
す
る

国
の
評
価
は
困
難
な
課
題
が
あ
る
。

Ⅱ
環
境
問
題
に
関
す
る
今
後
の
課
題

一
連
の
統
計
デ
ー
タ
よ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
環
境
問
題
の
現

状
と
、
今
後
の
課
題
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
に
な
る
。

⑴
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
大
気
汚
染
の
観
測
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
近

年
、
都
市
部
の
大
気
汚
染
問
題
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

焼
畑
農
業
等
を
原
因
と
す
るH

aze

問
題
や
石
炭
熱
源
の
使
用
な

ど
、
地
域
特
有
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
大
気
汚
染
は
国
境
を
超

え
る
課
題
で
あ
る
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
全
体
の
測
定
方
法
の

統
一
、
観
測
網
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
日
本
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な

い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
都
市
人
口
の
急
激
な
増
加

や
生
活
の
質
の
向
上
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
に
よ

り
都
市
環
境
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
低
炭
素
型
の
交

通
網
の
整
備
、
高
効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
使
用
、
高
効
率
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
型
火
力
発
電
所
の
建
設
、
石
炭
お
よ
び
石
油
熱

源
の
排
煙
除
塵
・
脱
硫
技
術
と
液
化
天
然
ガ
ス
の
転
換
な
ど
、
日

本
が
所
有
す
る
先
端
技
術
の
協
力
は
必
要
で
あ
る
。

⑶
ア
ジ
ア
に
お
け
る
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
人
口
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
急
激
な
増
加
か
ら
み
て
中
国
の
影
響
が
高

い
と
い
え
る
。
す
で
に
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
酸
性
雨
モ
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ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ＊

12
）
な
ど
の
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
日
本
の
主
導
に
よ
り
組
織
が
構
築
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未
整
備

で
あ
り
、
国
毎
に
異
な
る
環
境
測
定
方
法
が
結
果
の
比
較
を
困
難

に
し
て
い
る
。

⑷
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
面
で
、
中
国
の
民
生
部
門
の
増
加
は
今
後
大

き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
中
国
を
含
め
た
ア

ジ
ア
地
域
の
生
活
環
境
の
調
査
（
例
え
ば
「
ア
ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
な
ど
の
統
一
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
世
論
調
査
の
継
続

的
な
実
施
）
を
実
施
し
、
生
活
環
境
・
生
活
習
慣
と
あ
わ
せ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
解
析
を
行
う
こ
と
は
学
術
的
に
意
義
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。

◉
注

＊
１ 

女
性
が
一
生
涯
の
う
ち
出
産
す
る
子
供
の
数
を
合
計
特
殊
出
生
率

と
呼
び
、
二
％
以
上
が
人
口
増
に
つ
な
が
る
。

＊
２ 

こ
こ
で
示
す
都
市
環
境
問
題
と
は
、
騒
音
、
悪
臭
、
大
気
汚
染
、

水
質
汚
濁
な
ど
の
都
市
で
発
生
す
る
典
型
七
公
害
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
地
球
環
境
問
題
と
の
関
連
で
都
市
環
境
問
題
と
表
し
て
い
る
。

＊
３ 

こ
こ
で
示
す
都
市
人
口
と
は
、
首
都
圏
の
人
口
の
割
合
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
資
料
元
の
“Hum

an D
evelopm

ent Report

”に
は

国
に
よ
っ
て
首
都
圏
の
定
義
が
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

＊
４ 

マ
レ
ー
シ
ア
は
一
九
九
三
年
に
首
都
機
能
の
移
転
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
首
都
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
プ
ト
ラ
ジ
ャ
ヤ
へ
移
転
の
計

画
が
あ
る
。

＊
５ 

改
善
さ
れ
た
水
源
と
は
、
資
料
元
の
“Hum

an D
evelopm

ent 
Report

”に
は
家
庭
用
水
道
、
ポ
ン
プ
式
井
戸
、
雨
水
の
収
集
、
防
護
つ

き
湧
水
等
の
衛
生
的
な
飲
用
水
供
給
が
で
き
る
設
備
の
こ
と
で
あ
り
、
普

通
に
利
用
で
き
る
条
件
は
自
宅
か
ら
一
キ
ロ
以
内
の
水
源
で
あ
り
一
日
一

人
あ
た
り
二
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
手
に
入
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

＊
６ 

ア
ジ
ア
総
合
開
発
計
画
は
、
二
〇
〇
九
年
の
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
日
本
の
提
案
に
基
づ
き
東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
、
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
等
が
策
定
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ジ

ア
総
合
開
発
計
画
は
主
に
経
済
的
な
枠
組
み
の
中
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

の
各
地
域
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
各
地
域
の
合
理
的
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
構
築

は
環
境
負
荷
の
面
か
ら
み
て
も
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
７ 

図
12
、
図
14
、
図
15
に
示
す
世
界
と
ア
ジ
ア
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
で
は
、
可
燃
再
生
・
廃
棄
物
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

＊
８ 

可
燃
再
生
・
廃
棄
物
と
は
、
薪
、
畜
糞
、
農
業
廃
棄
物
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
単
位
重
量
あ
た
り
の
発
熱
量
が
小
さ
く
、
小
規
模
な
ボ
イ
ラ
ー
や

レ
ン
ジ
等
の
燃
料
に
使
用
し
て
い
る
。
日
本
で
は
近
年
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
よ
う
な
大
規
模
で
電
気
を
発
電
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

＊
９ 
森
林
面
積
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
森
林
を
扱
う
組
織
や
調
査
方
法
、

法
律
に
よ
っ
て
定
義
が
大
き
く
異
な
り
、
環
境
問
題
を
扱
う
際
に
は
取
扱

い
に
注
意
が
必
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
。
近
年
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧

農
業
機
関
）
の
森
林
の
定
義
を
用
い
て
統
一
化
が
進
ん
で
い
る
。
資
料
元
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の
定
義
で
は
“Forest area is land under natural or planted stands 

of trees, w
hether productive or not.

”と
あ
り
、
天
然
林
と
人
工
林
の

区
別
な
い
併
せ
た
面
積
と
書
い
て
あ
る
。
通
常
、
森
林
面
積
は
調
査
の
関

係
か
ら
最
低
面
積
や
木
の
大
き
さ
の
条
件
（
た
と
え
ば
京
都
議
定
書
・
マ

ラ
ケ
シ
ュ
合
意
で
は
、
吸
収
源
と
し
て
の
森
林
の
定
義
に
は
、
最
少
面
積

〇
・
〇
五
〜
一
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
成
熟
時
の
木
の
最
低
樹
高
二
〜
五

メ
ー
ト
ル
等
の
条
件
が
あ
る
）
が
あ
り
、
面
積
の
少
な
い
農
地
や
建
物
の

土
地
に
植
え
ら
れ
た
木
や
林
は
森
林
面
積
に
含
ま
れ
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
よ
う
な
都
市
国
家
で
は
、
都
市
の
公
園
等
の
緑
地
帯
に
植
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
木
の
高
さ
の
関
係
か
ら
森
林
面
積
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
多

い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
一
九
六
七
年
か
ら
“Garden City

”と
い
う

緑
化
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー 

二
〇
一
二
）。

＊
10 

『
環
境
年
表
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
四
年
の
粒
子
状
物
質

（PM
10

）、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
測
定
さ
れ
た
二
酸
化
硫
黄

濃
度
、
二
酸
化
窒
素
濃
度
の
測
定
方
法
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
値
の
時
定

数
（
年
平
均
、
年
最
大
値
な
ど
の
記
述
）
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
浮

遊
粒
子
状
物
質
の
測
定
は
日
本
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｍ
、
諸
外
国
の
結
果
はPM

10

で
あ
る
た
め
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
表
１
に
示
す
日
本
の

大
気
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
で
評
価
し
て
い
る
が
、
時
定
数
や
測
定
法
の

違
い
が
あ
る
。
本
報
に
示
し
た
評
価
は
参
考
程
度
の
記
述
で
あ
り
、
図
21

に
示
し
た
環
境
基
準
は
表
１
よ
りμ

g/m
3

に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
11 

厳
密
に
い
え
ば
、
汚
染
物
質
の
濃
度
は
、
汚
染
源
の
発
生
量
と
汚

染
物
質
の
種
類
、
希
釈
さ
れ
る
程
度
に
関
係
す
る
。
汚
染
源
の
発
生
量
は

汚
染
源
の
数
、
汚
染
源
ご
と
の
発
生
量
に
関
係
す
る
が
、
自
動
車
な
ど
の

よ
う
に
台
数
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
は
自
動
車
ご
と
の
発
生
量
を
用
い
る

の
で
は
な
く
、
自
動
車
の
平
均
的
汚
染
物
質
排
出
量
に
台
数
を
掛
け
て
評

価
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
え
る
。
こ
の
た
め
、
本
報
で
は
発
生
源
の

数
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
る
。
汚
染
物
質
の
種
類
に
つ
い
て
は
人
体
影
響

の
高
い
物
質
か
ら
低
い
物
質
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
が
あ
り
、
物
質
ご
と

に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
体
影
響
の
高
い
物
質
は
大

気
や
水
中
に
排
出
し
な
い
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
自
動
車
排
ガ
ス
の
よ
う

に
人
体
影
響
は
あ
る
も
の
の
産
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質

に
着
目
し
て
本
文
を
書
い
た
。
希
釈
さ
れ
る
程
度
に
つ
い
て
は
、
発
生
源

か
ら
の
距
離
に
よ
る
減
衰
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
福
島
原
発
事
故
の
よ
う

に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
現
象
も
あ
る
。
ま
た
、
近
年
日
本
で
は
「
風

の
道
」
な
ど
の
都
市
内
部
の
気
流
性
状
や
冬
季
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
と
い
っ
た
都
市
内
部
の
大
気
の
安
定
度
に
つ
い
て
研
究
が
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
都
市
開
発

物質 環境上の条件 測定方法

二酸化硫黄
（SO2）

一時間値の一日平均
値が 0.04ppm 以下で
あり、かつ、一時間
値が 0.1ppm 以下で
あること。

溶液導電率法または
紫外線蛍光法

二酸化窒素
（NO2）

一時間値の一日平均
値 が 0.04ppm か ら
0.06ppm までのゾー
ン内またはそれ以下
であること。

ザルツマン試薬を用
いる吸光光度法また
はオゾンを用いる化
学発光法

浮遊粒子状物質
（SPM）

一時間値の一日平均
値が 0.10mg/m3 以下
であり、かつ、一時
間値が 0.20mg/m3 以
下であること。

濾過捕集による重量
濃度測定方法または
この方法によって測
定された重量濃度と
直線的な関係を有す
る量が得られる光散
乱法、圧電天びん法
もしくはベータ線吸
収法

表１　日本の大気汚染に係る環境基準
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に
活
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
12 
東
ア
ジ
ア
酸
性
雨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
）
の
情
報
はhttp://w

w
w
.eanet.cc/ 

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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っ
て
い
る
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
石
弘
之
編『
環
境
学
の
技
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

二
年
）、
東
京
大
学cSU

R-SSD

研
究
会『
世
界
の
Ｓ
Ｓ
Ｄ
一
〇
〇
―
―
都

市
持
続
再
生
の
ツ
ボ
』（
彰
国
社
、
二
〇
〇
七
年
）、Bill D

unster

（
原
著
）

『ZED
 Book

―
―
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築　

縮
減
社
会
の
処
方
箋
』（
鹿

島
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）




